廿日市浄化センターにおける効率的な整備手法に関する公募型市場調査
実施要項

令和8年11月4日
廿日市市建設部下水道建設課

1 調査の目的
　本市の終末処理場である廿日市浄化センターは、下水道広域化推進総合事業を活用し、し尿等受入施設の建設に着手しており、効率的な汚水処理を進める一方、既存設備は供用開始から相当年数が経過し、老朽化が進行しています。
他方で、本市の下水道処理人口普及率は約68％（令和7年度時点）にとどまっており、未普及地域における面整備を引き続き進めていくこととしており、今後、処理区域の拡大が想定されます。このため、流入水量の増加に対応するための水処理施設の増設が必要と考えています。
このようなことから、本市では民間事業者との対話を通じて、水処理施設の増設および老朽化対策を並行して実施していくための効率的な改築更新、人口減少下における柔軟な対応を実現する新技術の活用や事業手法等を検討する「公募型市場調査」を実施します。

2 対象施設・概要
廿日市浄化センターの水処理施設・設備を対象とし、概要を以下に示します。

表1　廿日市浄化センターの概要
	項目
	内容

	対象施設
	廿日市浄化センター

	位置
	広島県廿日市市串戸一丁目

	敷地面積
	9.5（ha）

	処理方法
	標準活性汚泥法

	事業計画処理能力
	35,780（m3/日）

	現有処理能力
	24,140（m3/日）

	日平均処理水量
	15,310（m3/日）※R7実績
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表2　対象施設の施設能力
	施設名称
	仕様
	能力

	
	
	現況
	事業計画
（R14）
	全体計画
（R32）

	水処理施設
	最初沈澱池
反応槽
最終沈澱池
	A-1系
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日

	
	
	A-2系
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日

	
	
	A-3系
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日

	
	
	A-4系
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日
	3,125 m3/日

	
	
	B-1系
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日

	
	
	B-2系
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日

	
	
	B-3系
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日

	
	
	B-4系
	
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日

	
	
	C-1系
	
	3,880 m3/日
	3,880 m3/日

	
	
	C-2系
	
	3,880 m3/日
	

	
	
	C-3系
	
	
	

	計
	24,140 m3/日
	35,780 m3/日
	31,900 m3/日

	送風設備
	送風機棟A
（A系）
	No.1
	23 m3/分
	40 m3/分
	25 m3/分

	
	
	No.2
	23 m3/分
	40 m3/分
	25 m3/分

	
	
	No.3
	30 m3/分
	40 m3/分
（予備）
	25 m3/分
（予備）

	
	
	No.4
	30 m3/分
（予備）
	
	

	
	送風機棟B
（B・C系）
	No.1
	60 m3/分
	30 m3/分
	35 m3/分

	
	
	No.2
	60 m3/分
（予備）
	60 m3/分
	35 m3/分

	
	
	No.3
	
	60 m3/分
（予備）
	35 m3/分
（予備）

	
	
	No.4
	
	
	

	計
	136 m3/分
	170 m3/分
	120 m3/分


※事業計画および全体計画は、令和7年度時点です。



3 公募型市場調査（個別対話）の内容
1 対象者
終末処理場における対象設備の改築更新、設計、施工、維持管理、機器製作等に関する知見又は実績を有する法人又は法人のグループとします。

	　ただし、次のいずれかに該当する場合を除く。
1 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当する者
2 会社更生法（平成14 年法律第154 号）及び民事再生法（平成11 年法律第225 号）に基づく更生・再生手続き中の者
3 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77 号）第２条第２号に規定する暴力団又は廿日市市暴力団排除条例第6条に該当する者
4 国税及び地方税を滞納している者



2 項目
次の項目について伺いますが、一部の項目の回答であっても問題ありません。
	1 新技術に関する知見・実績
· 高度処理技術
· 処理能力の柔軟な調整が可能な技術
· 処理工程の簡素化が可能な技術
2 省エネルギー・自動化技術の導入可能性
· 消費電力量の大幅削減技術
· AI・IoT・デジタル化による自動制御
· 遠隔監視・診断システム
· 維持管理業者負担軽減技術
3 維持管理性向上の方法
· 予防保全・劣化予測技術
· 長寿命化技術
· 維持管理の容易性（部品交換等）
4 発注方式
· 事業スキーム（DB方式、性能発注等）
· 新技術導入を促進する条件
5 経済性
· 省エネルギー効果
· ライフサイクルコスト



4 手続き
1 公募型市場調査の参加申し込み
公募型市場調査の参加を希望する場合は、別紙の参加申込書に必要事項を記入し、件名を【公募型市場調査参加申込（業者名）】として、申込先へ電子メールにてご提出ください。
1 申込受付期間
[bookmark: _GoBack]令和8年11月4日（水）～令和8年11月27日（金）15時まで
2 申込先
住　所：〒738-0033　広島県廿日市市串戸五丁目10-15
メール：gesuikensetsu@city.hatsukaichi.lg.jp
宛　先：下水道建設課　計画係　田辺、村上
2 公募型市場調査の日時及び場所の連絡
公募型市場調査への参加申込をいただいたグループの担当者あてに、実施日時及び場所を電子メールにて御連絡します。希望に沿えない場合もありますので、予め御了承ください。
3 公募型市場調査の実施
1 実施期間
令和8年12月7日（月）～令和8年12月25日（金）　※予定
2 所要時間
30分～1時間程度　※予定
3 場所
広島県廿日市市串戸五丁目10-15
4 その他
公募型市場調査は参加事業者のアイデア及びノウハウの保護のため個別に行います。
4 公募型市場調査結果の公表
公募型市場調査の実施結果について、概要の公表を予定しています。なお、参加事業者の名称は公表しません。また、参加事業者のノウハウに配慮し、公表にあたっては、事前に参加事業者へ内容の確認を行います。

5 留意事項
1 本調査の目的
本調査は、事業化検討及び発注条件整理の参考とするものであり、事業者の選定を目的としません。
2 参加業者の取り扱い
公募型市場調査への参加実績は、事業者公募等における評価の対象とはなりません。
3 費用負担
公募型市場調査への参加に要する費用は、参加事業者の負担とします。
4 追加対話への協力
本公募型市場調査終了後に、必要に応じて追加の対話（文書照会含む）やアンケート等を実施させていただくことがあります。その際には御協力をお願いいたします。
5 その他
対話内容は、結果概要の公表を除き、原則として公表しません。

6 資料の提供について
参加申込みをいただいた事業者には、平面図、配置図の他、公募型市場調査に際して必要な情報を民間事業者に提示します。

7 連絡先
　　住所：広島県廿日市市串戸五丁目10-15
　　連絡先：0829-32-5484
　　メール：gesuikensetsu@city.hatsukaichi.lg.jp
　　担当者名：下水道建設課　計画係　田辺、村上
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